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凍てついた極北の夜空を舞うオーロラ。ときに青く、ときに赤く、

全天に広がる光の芸術だ。太陽は大量の電子と陽子を放射して

おり、それは「太陽風」とよばれる。オーロラの光は、太陽風

が地球の磁場に捕らえられ、大気中の原子や分子と衝突するこ

とによって発せられる。地球上でオーロラが最もよく見える場

所は、地磁気緯度にして 65～70 度のドーナツ状の地域で「オー

ロラ帯」とよばれる。北半球では、シベリアの北極海側からス

カンジナビア半島の北、グリーンランドの南端、カナダ北部か

らアラスカの真ん中を通っている。

1991 年 8月、私はカナダからアラスカへ向かう旅の途中、初

めてオーロラを見た。その神秘的な美しさに魅了されて写真を

撮り始めるようになり、1年に数回、カナダのイエローナイフ

を訪れる生活を続けている。イエローナイフを拠点とするのは、

オーロラの見える条件がいいだけでなく、そこに住む人々と波

長が合って居心地がいいからだ。日本にいて夜空を見上げてい

ると、居ても立ってもいられなくなることがある。気がつくと、

極北行きのチケットを手にしているのだ。今年もきっと、オー

ロラを屋根にして眠りにつくことだろう。
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1994 年 4月 30 日撮影。紫色のオーロラは、上層大気中の窒素原子が光っている色だ。白夜の季節の前後、夜中でも薄明が
続くころによく見られる。しかし、光が弱いため肉眼では見えず、写真になって初めてその鮮やかな色がわかることも多い。

2000 年 4月 4日撮影。太陽の極大期の影響で、この年はオーロラ
現象が活発だった。オーロラの撮影を始めて以来、いつか鮮やかな赤
いオーロラを撮りたいと思っていたのだが、10年間をかけてようや
くめぐり会えた。この2日後には、北海道でもオーロラが観測された。
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